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当院でも子宮頚がん予防ワクチンの接種ができます。 

● 子宮頚がんとは 

子宮の出口にできるがんのことで『子宮がん』の 

8 割以上はこれです。子宮頚がんは HPV（ヒト・ 

パピローマウイルス）の感染が原因でできます。 

● HPV（ヒト・パピローマウイルス）とは 

“イボウイルス”の仲間で 100 以上の型があります。このうち 10 数種類の型が

子宮頚がんの原因になります。 

HPV は性行為（セックス）で感染します。 

● 子宮頚がん予防ワクチンって？  

  子宮頚がんの原因として最も多い HPV 

16 型と 18 型の感染を予防するワクチンです。 

● 接種時期・スケジュールは？      

10 歳以上の女性に 3 回接種します。 

 

1 ヶ月後                             6 ヶ月後 

性交開始年齢前から接種を開始するのが最も効果的です。 

● 費用は？ 

接種年齢によっては公費負担が受けられます。病院・診療所によって費用はさ

まざまですが、自費の場合当院では 1 回 15,750 円です。 

● もう子宮がん検診はしなくていいの？ 

 ワクチンを接種しても検診は必要です。このワクチンですべての 

子宮頚がんを予防できるわけではなく、またワクチンの効果も 

永久ではないからです。 

＊詳しくは産婦人科外来におたずねください。 


